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LED化でさらなる節電を

　

9
月
5
日
の
本
会
議
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
9
月
13
日
、
14
日

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
執
行
か
ら
は
、
村
長
、
副
村
長
、
教
育
長
、
関
係
課
長
（
局
長
）
及
び
課
長
補
佐
が
出

席
し
、
議
会
は
、
議
長
及
び
委
員
全
員
出
席
の
も
と
に
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
を
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
に
基
づ
き
、
9
項
目
の
要
望
改
善
事
項
を
ま
と
め
執
行
に
提
出
し
ま
し
た
。

電
気
料
節
電
の
た
め
引
き
続
き
努
力
を

庁
舎
内
の
照
明
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ

庁
舎
内
の
電
気
料
が
、

昨
年
よ
り
7
％
下
が

り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
ま
し
た
か
。

総
務
課
長　

5
時
半

以
降
は
電
気
ス
タ
ン

ド
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

水
曜
日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。

節
電
の
た
め
に
、
庁

舎
内
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
す
る
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

総
務
課
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
す
る
に
は
器
具

も
換
え
る
必
要
が
あ
り
、
費
用

が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

検
討
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

国
際
交
流
推
進
事
業
の

事
業
費
は

国
際
交
流
推
進
事
業

の
事
業
費
は
間
に
合

っ
て
い
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

こ

の
事
業
の
一
番
の
目

的
は
中
学
生
の
海
外
派
遣
で
す
。

10
人
の
枠
で
事
業
費
を
組
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
応
募
者
が

10
人
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
、
見
直
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

収
納
率
向
上
の
施
策
は

収
納
率
は
、
県
下
35

市
町
村
の
中
で
28
位

で
す
が
、
収
納
率
向
上
の
施
策

は
考
え
て
い
ま
す
か
。

税
務
課
長　

昨
年
度

は
２
０
０
件
の
納
税

交
渉
を
行
い
納
税
の
約
束
を

し
ま
し
た
。
今
年
度
に
つ
い

て
は
増
額
交
渉
を
行
う
予
定
で

す
。
納
税
の
約
束
を
守
ら
な
い

方
に
対
し
て
は
財
産
の
差
し
押

え
等
強
い
姿
勢
で
臨
み
ま
す
。

問答問

答問答

問答
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保
育
士
の
負
担
は

中
央
保
育
園
は
園
児

の
定
員
が
、
１
０
０

人
の
と
こ
ろ
入
園
児
が
１
１
６

人
い
ま
す
。
保
育
士
に
負
担
が

一、
一、
一、

一、
一、

一、
一、

一、
一、

電気料節電のため引き続き努力すること。
村管理施設の有効活用及び返却を検討すること。
夏休み等長期休業期間における学童保育所の預かり
開始時間を利用者ニーズに合わせ見直すこと。
耕作放棄地対策の推進を図ること。
村道の維持管理を定期的に行い、住民要望には迅速
に対応すること。
住宅使用料の徴収対策を抜本的に見直すこと。
農業用水ポンプ等の更新は、計画性を持って実施す
ること。
村事業の民間委託の導入について検討すること。
物品管理を徹底し長期の活用を図ること。

要　望　改　善　事　項

か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

住
民
生
活
課
長　

保

育
士
の
配
置
比
率
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
０
、

１
歳
児
で
し
た
ら
3
人
に
1
人

の
保
育
士
が
必
要
で
す
。
中
央

保
育
園
は
、
最
低
14
人
の
保
育

士
が
い
な
い
と
保
育
所
と
し
て

成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
臨
時
職
員
も
含
め
て
25

人
の
保
育
士
が
い
る
の
で
、
過

重
負
担
に
は
な
っ
て
い
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

機
械
利
用
組
合
の

　
　

 

周
知
方
法
は

機
械
利
用
組
合
に
依

頼
す
る
と
肥
料
を
ま

い
て
も
ら
っ
た
り
、
フ
レ
ー
ル

モ
ア
で
草
を
刈
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い
ま

す
。
Ｊ
Ａ
が
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
す
が
そ
の
周
知
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

機

械
利
用
組
合
に
よ
る

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
広
報
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
遊
休
農
地

の
対
策
と
し
て
も
、
春
先
か
ら

Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
は

耕
作
放
棄
地
対
策
は

考
え
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

耕

作
放
棄
地
調
査
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
農
業
委
員
会

が
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
早
々

か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
改
善
を

促
す
よ
う
な
、
ま
た
機
械
利
用

組
合
の
活
性
化
も
合
わ
せ
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

平成28年度 一般会計決算

問

答

問答

問答

機械利用組合のフレールモアで草刈りを
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
４
つ
の
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
議
長
、
村
長
、
副

村
長
及
び
関
係
課
長
出
席
の

も
と
委
員
全
員
で
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、
４
つ
の
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
、
本
会
議
で
委
員
長
報
告

し
ま
し
た
。

収
納
対
策
は

公
共
下
水
道
の

未
収
金
の
収
納

対
策
に
つ
い
て
何
か
対
策

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
職

員
及
び
税
務
課
の
徴
収
員

が
定
期
的
に
個
別
訪
問
す

る
な
ど
滞
納
整
理
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
公
平
性
の

観
点
か
ら
更
な
る
徴
収
体

制
を
強
化
し
収
入
未
済
額

の
解
消
を
図
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

未
納
に
よ
る
給

水
停
止
の
条
件

は
な
ん
で
す
か
。

総務産業建設常任委員会

●公共下水道事業特別会計
　歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　  〈全員賛成〉
●農業集落排水事業特別会計
　歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　  〈全員賛成〉
●太陽光発電事業特別会計
　歳入歳出決算認定について
　　　　　　　　  〈全員賛成〉
●上水道事業会計歳入歳出決算
　認定について
　　　　　　　　  〈全員賛成〉

付託された議案付託された議案

上
下
水
道
課
長

未
納
者
に
各
通

知
を
出
し
、
納
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
約
３
〜
４
カ

月
で
給
水
停
止
に
な
り
ま
す
。

接
続
率
向
上
を

農
業
集
落
排
水

の
接
続
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

上
下
水
道
課
長

今
現
在
の
接
続

率
に
つ
い
て
は
、
長
岡
地

区
が
82
・
１
％
、
広
馬
場

地
区
57
・
3
％
で
あ
り
、

接
続
率
の
低
い
広
馬
場
地

区
は
、
未
接
続
者
を
対
象

に
接
続
を
促
す
説
明
会
を

開
催
予
定
で
す
。

不
明
水
の
状
況
は

上
水
道
の
不
明

水
に
つ
い
て
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

上
下
水
道
課
長

平
成
28
年
度
の

有
収
率
は
、
74
・
5
％
で

あ
る
が
、
不
明
水
の
原
因

で
あ
っ
た
大
き
な
漏
水
の

箇
所
が
判
明
し
た
こ
と
か

ら
、
本
年
４
月
か
ら
７
月

問答問

答

問

答

慎重審議中

付託とは…議会に村長から提出された議案などの審査を、詳しく検討を加えるために担当の委員会へ託
すこと。審査が終わると委員長が本会議に、審査結果を報告し議決する。

さらなる接続を

9/7

ま
で
の
平
均
の
有
収
率
は

79
％
で
あ
り
不
明
水
の
解

消
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

漏
水
の
発
見
方
法

は
あ
り
ま
す
か
。

上
下
水
道
課
長

漏
水
探
知
機
は

あ
り
ま
す
が
、
見
分
け
る

の
が
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
業
者
に
依
頼
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま

り
効
果
が
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

上
下
水
道
事
業

答

問

問答
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
５
つ
の
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
議
長
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
及
び
関
係

課
長
（
局
長
）
出
席
の
も
と
委
員
全
員

で
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
５
つ
の
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
は
、
賛
成
多
数
及
び
全
員
賛
成
で
、

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
本
会
議

で
委
員
長
報
告
し
ま
し
た
。

国
保
加
入
者
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
た
の
か

出
産
育
児
一
時

金
、
葬
祭
費
の

漏
れ
は
な
い
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長

国
民
健
康
保
険

の
資
格
の
あ
る
方
の
漏
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

短
期
保
険
証
の

方
へ
の
対
応
は

ど
う
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長

納
税
相
談
を
し

て
、
短
期
保
険
証
の
発
行

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方

に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

安
心
ダ
イ
ヤ
ル

サ
ー
ビ
ス
（
健

康
ダ
イ
ヤ
ル
24
）
の
利
用

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長

合
計
５
２
２
件

の
電
話
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
各
家
庭
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
シ
ー
ル
を
配
布

し
、
周
知
し
ま
し
た
。
相

談
内
容
は
、
身
体
に
関
す

る
こ
と
、
育
児
に
関
す
る

こ
と
、
家
庭
介
護
に
関
す

る
こ
と
、
治
療
中
の
こ
と
、

メ
ン
タ
ル･
ス
ト
レ
ス
に

関
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

文教厚生常任委員会

川
田 

敏
彦 

議
員

国
保
税
の
過
重
見
積
も
り

　

歳
入
歳
出
差
引
額
が

１
億
６
１
７
８
万
円
と
大

幅
な
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
積
立
基
金
は

約
２
億
１
０
０
０
万
円
あ

り
、
さ
ら
に
基
金
総
額
は

増
え
ま
す
。
県
内
で
も
高

い
国
保
税
額
は
、
国
保
税

の
過
重
見
積
も
り
が
原
因

で
す
。

早
坂 　
通 

議
員

国
保
税
引
き
下
げ
の
答
弁
な
し

　

国
保
基
金
は
現
在
約

２
億
１
０
０
０
万
円
で
す

が
、
国
保
特
別
会
計
補

正
予
算
が
成
立
す
れ
ば

３
億
７
１
３
５
万
円
と
高

額
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

納
税
者
が
必
要
以
上
に
高

額
の
保
険
税
負
担
を
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

国
保
税
を
引
き
下
げ
る
明

確
な
答
弁
が
あ
り
ま
せ
ん
。

柗
井 

保
夫 

議
員

監
査
報
告
の
と
お
り
適
正

　

監
査
委
員
か
ら
審
査
の

結
果
、
当
該
決
算
書
は
関

係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
て
お
り
、誤
り
な
く
、

予
算
の
執
行
及
び
関
連
す

る
事
務
は
適
正
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

善
養
寺 

孝  

議
員

財
源
は
有
効
に
執
行

　

い
ず
れ
の
項
目
も
資
金

不
足
は
見
当
た
ら
ず
、
決

算
書
、
説
明
資
料
な
ど
適

切
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

限
ら
れ
た
財
源
は
有
効
に

執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

反
対

反
対

賛
成

賛
成

平
成
28
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

委
員
長
報
告
の
後
、
４
人
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。   

《
賛
成
10
・
反
対
３
》

本会議
の討論

●国民健康保険特別会計歳入歳出決算認
　定について　　　   　〈賛成５、反対１〉
●後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
　認定について　　　　　　〈全員賛成〉
●介護保険特別会計歳入歳出決算認定に
　ついて　　　　　　　　　〈全員賛成〉
●住宅新築資金貸付特別会計歳入歳出決
　算認定について　　　　　〈全員賛成〉
●学校給食事業特別会計歳入歳出決算認
　定について　　　　　　　〈全員賛成〉

付託された議案付託された議案問問 答答

問答

9/8

国
民
健
康
保
険

詳しく検討するため
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平
成
29
年
度

　

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　

 　

特
別
会
計

年
度
途
中
の

引
き
下
げ
は
可
能
か

基
金
が
か
な
り
高
額

に
な
り
ま
す
。
積
み

立
て
ず
に
保
険
税
を
今
年
度
中

に
引
き
下
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

６

月
か
ら
保
険
税
の
徴

収
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度

中
の
切
り
替
え
は
困
難
で
す
。

ど
の
く
ら
い
基
金
が

あ
れ
ば
い
ざ
と
い
う

時
に
対
応
が
可
能
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長　

ど

の
く
ら
い
あ
れ
ば
と

い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
の

基
準
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

村
長　

実
は
２
年
前

に
保
険
料
の
あ
り
方

を
検
討
し
ま
し
た
。
最
終
的
に

基
金
を
約
８
千
万
円
に
す
る
た

問問 答答

答
討

論

早
坂 　
通 

議
員

保
険
税
引
き
下
げ
を
行
う
べ
き

　

残
念
な
が
ら
平
成
30
年

度
に
引
き
下
げ
る
と
い
う

明
確
な
答
弁
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
刻
も
早

く
保
険
税
の
引
き
下
げ
を

行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
の

で
反
対
し
ま
す
。

小
山 

久
利 

議
員

軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る

　

平
成
28
年
度
に
平
均

８
・
２
％
の
保
険
税
の
軽

減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
県
に
統
合

さ
れ
た
後
に
、
基
金
は
村

に
残
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
毎
年
大
幅
な
保
険
税

の
増
減
が
あ
る
と
保
険
者

も
戸
惑
う
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
賛
成
で
す
。

平
成
29
年
度一般

会
計

1億6178万円
増 額

反
対

賛
成

新しい施設が楽しみ（うぐいす学童）

補正
予算　

補
正
の
内
容
は
、
歳
入
は
前
年
度
繰

越
金
の
額
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
交
付

額
の
確
定
に
よ
る
増
額
で
す
。
歳
出
は

中
央
保
育
園
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

病
児
病
後
児
保
育
を
実
施
す
る
施
設
の

整
備
補
助
金
４
３
０
０
万
円
、
義
務
教

育
施
設
整
備
基
金
及
び
社
会
教
育
施
設

整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
推
進
事
業
費
な
ど
で
す
。

福
祉
や
教
育
関
係
・
道
路
新
設

な
ど
の
予
算
増
額

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
反
対
１
・
賛
成
12
で
可
決
》

め
に
４
年
か
け
て
引
き
下
げ
よ

う
と
い
う
事
で
８
・
２
％
引
き

下
げ
ま
し
た
。
今
後
も
段
階
的

に
下
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

1億7701万2千円
増 額

基
金
積
み
立
て
の
増
額

　

補
正
の
内
容
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
額
の
確
定
に
よ
り
、
繰
越
金
を
国
民
健
康
保
険
基
金
に
積
み
立

て
る
も
の
で
す
。
ま
た
前
年
度
の
事
業
が
確
定
し
た
た
め
、
交
付
金
の
還
付
等
で
す
。
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村
の
財
政
は
健
全

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
３
条
及
び
第
22
条
の
規

定
に
よ
り
、
村
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
公
営
企
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

陳情
工事請負
契約の締結

区　　分

早期健全化基準
早期健全化基準値以
上となった場合、議
会の議決を経て財政
健全化計画を策定

財政再生基準
財政再生計画
を策定

実質赤字比率
一般会計、住宅新築資金等貸付特別会計及び学
校給食事業特別会計の赤字額の標準財政規模に
対する比率
福祉や教育関係など基本的な行政サービスを行
う会計の赤字の程度を示す指標

村は黒字、
またはゼロのため
該当なし

15.0 20.0

連結実質赤字比率
全ての会計の収支額の合計の赤字額の標準財政
規模に対する比率
自治体全体の赤字の程度を示す指標

村は黒字、
またはゼロのため
該当なし

20.0 30.0

実質公債費比率
一般会計、特別会計、公営企業会計、一部事務
組合会計（本村が構成団体となっている）の公
債費の標準財政規模に対する比率の 3年間の
平均値
公債費（借金）等がどの程度の財政負担となっ
ているか示す指標

8.2 25.0 35.0

将来負担比率
一般会計の将来負担すべき実質的な負債額から
充当可能な基金の残高などを差し引いた額の標
準財政規模に対する比率
将来財政を圧迫する程度を示す指標

村は該当なし 350.0 ―

区　　分
資金不足比率

各公営企業の資金不足の事業の規模に
対する割合

経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 村は該当なし

20.0
公共下水道事業特別会計 村は該当なし

農業集落排水事業特別会計 村は該当なし

太陽光発電事業特別会計 村は該当なし

工 事 名 屋外運動場改修工事
金 額 152,712,000 円（税込）
施工業者 南榛工業株式会社

10年以上利用した人工芝

現地調査で危険度チェック

（単位：％）

（単位：％）

健 全 化 判 断 比 率

資 金 不 足 比 率

　

し
ん
と
う
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
お
よ
そ

10
年
が
経
過
し
、
経
年
劣
化

に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
て
お

り
、
人
工
芝
の
改
修
工
事
を

す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
今
あ
る
人
工

芝
を
撤
去
し
新
し
い
人
工
芝

に
張
り
替
え
る
も
の
で
す
。

件　名 提出者 結　果

村道柳沢17号
及び柳沢15号
線溝蓋設置工
事について

第７区
区　　長　髙橋　三二
区長代理　佐藤　利幸

継続調査


